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▲参加の小学生から寄せ書きメッセ−ジが寄せら
れました

　

１
回
目
は
７
月
25
日
に
岐
阜
県
畜
産
研
究

所
（
清
見
町
牧
ケ
洞
）、
２
回
目
は
７
月
28

日
に
飛
驒
食
肉
セ
ン
タ
ー
〈
Ｊ
Ａ
飛
驒
ミ
ー

ト
〉（
八
日
町
）、
３
回
目
は
８
月
３
日
に
飛

驒
高
山
高
校
（
山
田
町
）
を
会
場
に
開
催
し
、

市
内
の
小
学
生
延
べ
25
名
が
施
設
見
学
や
歴

史
学
習
、
作
業
体
験
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
の
小
学
生
は
、
各
施
設
の
皆
さ
ん
か

ら
の
説
明
を
熱
心
に
聞
き
な
が
ら
、
え
さ
や

り
や
枝
肉
の
模
擬
競
り
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
な

ど
の
手
入
れ
も
体
験
し
、
飛
驒
牛
へ
の
関
心

を
深
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
全
共
出
品
者

を
応
援
す
る
「
寄
せ
書
き
」
に
思
い
思
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　高山市飛驒牛応援実行委員会では、今年９月の全国和牛能力共進会を機
に、市内の小学生を対象に飛驒牛に関わる様々な体験を通じて、その素晴らし
さと魅力を学び、一緒に応援していただこうと「飛驒牛こども応援団」体験学
習を３回にわたり開催しました。

飛驒牛
　こども応援団

　

９
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
を
前
に
、

高
山
市
内
か
ら
出
品
す
る
畜
産
農
家
を
激
励
し
よ
う
と
、

８
月
１
日
に
出
品
者
激
励
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
高
山
市
和
牛
改
良
組
合
と
高
山
市
全
共
出
品

対
策
委
員
会
が
主
催
し
開
か
れ
た
も
の
で
、
組
合
員
や
県
、

市
、
全
国
和
牛
登
録
協
会
岐
阜
県
支
部
、
Ｊ
Ａ
全
農
岐
阜
、

Ｊ
Ａ
ひ
だ
な
ど
の
関
係
者
ら
約
70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

出
品
牛
と
出
品
者
・
ハ
ン
ド
ラ
ー
の
紹
介
の
後
、
出
品
者

を
代
表
し
清
見
町
上
小
鳥
の
栄

さ
か
え

学さ
と
しさ

ん
は
「
皆
さ
ん
の
思

い
を
一
つ
に
、
飛
驒
牛
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」
と
決
意
表

明
。
西
倉
副
市
長
か
ら
激
励
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
江
名
子
町
の
小こ

林ば
や
し

紀の
り

博ひ
ろ

さ
ん
ら
若
手
組
合
員

の
リ
ー
ド
で
「
頑
張
ろ
う
三
唱
」
が
行
わ
れ
、
参
加
者
全
員

で
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
へ
の
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

▲県畜産研究所では、飛驒牛の特徴を学習

▲飛驒高山高校ではブラッシングを体験 ▲JA飛驒ミートでは枝肉の模擬競りを体験

めざせ！ 日本一“Ｖ奪還”

全
共
出
品
者
を
激
励問合先 高山市飛驒牛応援実行委員会事務局

（畜産課内） ☎35⊖3142


